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Abstract 
To contribute to the prevention of food poisoning by Salmonella we surveyed the contamination in raw 
chicken sold on the market. 
In spite of low incidence of salmonellosis, Salmonella was isolated from 40% of totaled samples at 2011 
and 2013. 
These results indicate that raw chicken is still highly contaminated by Salmonella. When treating 
chicken, suitable cooking and sanitary handling are important for prevention of food poisoning. 
 




























   厚生労働省食中毒統計 2）より作成 
市販鶏肉のサルモネラ属菌汚染調査 
－ 94 － 
また、患者数は 5,833人で、死者が 2人出ている。
その後、サルモネラ属菌食中毒発生件数は年々減少
































































平成20年度 13 12 92.3 
平成23年度 10 3 30.0 

























－ 95 － 
表2 平成23年度 鶏肉1ｇあたりの菌数(cfu / g) 














表3 平成25年度 鶏肉1ｇあたりの菌数(cfu / g) 
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  1位 2位 3位 4位 5位 
平成25年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー アニサキス 植物性自然毒 サルモネラ属菌 
平成24年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー その他 植物性自然毒 ブドウ球菌 
平成23年 カンピロバクタ  ー ノロウイルス その他 不明 サルモネラ属菌 
平成22年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー 植物性自然毒 不明 サルモネラ属菌 
平成21年 カンピロバクタ  ー ノロウイルス 不明 サルモネラ属菌 植物性自然毒 
平成20年 カンピロバクタ  ー ノロウイルス サルモネラ属菌 植物性自然毒 不明/動物性自然毒 
  1位 2位 3位 4位 5位 
平成25年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー その他病原大腸菌 その他ウイルス サルモネラ属菌 
平成24年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー ウェルシュ菌 不明 その他ウイルス 
平成23年 ノロウイルス サルモネラ属菌 ウェルシュ菌 カンピロバクタ  ー 不明 
平成22年 ノロウイルス サルモネラ属菌 カンピロバクタ  ー 不明 ウェルシュ菌 
平成21年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー 不明 ウェルシュ菌 サルモネラ属菌 
平成20年 ノロウイルス カンピロバクタ  ー 不明 ウェルシュ菌 サルモネラ属菌 
